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現代まで引き継がれてきた。2005 年 4 月以降は，考
古学担当教員として筆者が管理している。  
































ある。坏身は 4 片が接合されている。  
 両者には墨書があり，蓋は天井部外面に「発掘地  
岩美郡本庄村字坂上  発掘年月  昭和三年七月十五日」
とあり，坏身は底部外面にほぼ同じ文面の「発掘地
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でないが，少なくとも寄贈された時点では一緒に存













 蓋は，径 11.0cm，高さ 3.5cm を測る（図 6-1，図
7-1,２）。天井部の約 1/3 の範囲に反時計回りのヘラ
ケズリを施し，口縁端部は段を設けて丁寧に作る。 
















































 坏蓋は，口径 13.0cm，高さ 4.0cmで，天井部がほ
ぼ平らな面をなす。ケズリ調整はその平らな面の縁
辺部を擦る程度に形骸化している。口縁端部には段

















 遺物は，須恵器坏身 1 点，坏蓋片 2 点，短頸壺 1















やはり TK23～47 段階であろう。  




































図 3 生山古墳群の位置 図 4 長田山切割の推定位置 
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る可能性がある（図 6-14～21，図 8-5～8）。  
 10，11 は坏蓋である。それぞれ径 13.0cm，12.0cm，

























































































図 6  須恵器実測図 
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たが，遺跡出土資料は 14 件のみである（附表 2）。  
2)鳥取大学学芸学部歴史学研究会『鳥取県東部に於ける古
墳調査報告』第一輯は，刊行年を記さないが，内容から
して 1956 年か 57 年に作られた冊子と考えられ，下露谷
1 号墳・2 号墳（鳥取市青谷町），縁山 1 号墳・2 号墳（鳥
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イベントを創出するなど, 地域に美しさ, たのしさ, 
よろこびを創り出す市民自発の, 無償の営みが全国
各地に広がっている（1）。」






げ, 次世代に継承していくことを目的 (2)」に , 2016 年
8月 27 日に「イラストレーター毛利彰の会」が , 長
男毛利葉を中心に発足し , 後述の様々な活動をおこ
なっている。










田町）に生まれ , 岡倉天心から強い影響を受け , 横
山大観と共に近代日本画の天才と称せられたが , 36
歳でその生涯を閉じた。当初 , 彼の技法は , 従来の
日本画に欠かせなかった輪郭線を廃した無線描法を





 こうした春草の業績を顕彰しようと , 1947 年に市
民主体の「春草会」が発足し , 法要や講演会などを
行ってきたが , 1954 年には , 後に国の重要文化財と
なる 3点を含む代表作 8点の展覧会を開催している。
この展覧会は , 当時 , 飯田市には美術館はなく , 八
十二銀行飯田支店の 3階で行われた。
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